
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の広報誌では、夏祭りをはじめ、さ
まざまな行事や日々の取り組みの様子を
ご紹介しました。右の写真は、「ラベンダ
ーブレスレット制作」や「体操」を楽し
んでいる、普段の何気ないひとときで
す。利用者様一人一人のペースに寄り添
いながら過ごす中で、会話には自然と笑
顔や笑い声があふれ、和やかで楽しい時
間となりました。職員の分までブレスレ
ットを作ってくださり、とても嬉しく、
温かい気持ちになりました。 
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〒292-0812 

千葉県木更津市矢那 3731-2 

ＴＥＬ：0438-52-3222 

ＦＡＸ：0438-52-0145 

 

地域密着型特別養護老人ホーム 

ショートステイ・デイサービス 

居宅介護支援事業所 

 〒292-0003 

千葉県木更津市万石 146-1 

ＴＥＬ：0438-53-8417 

ＦＡＸ：0438-53-8418 

 

http://www.baikokai.or.jp/ 
（文責 古泉） 

編 集 後 記 

「老人の日（９月 15日）」ご存じですか？ 

 

 
平成１３年の老人福祉法の改正により、９月１５日が「老人の日」と定め

られ、老人福祉に関連する啓発が呼びかけられています。しかし、同月

にある「敬老の日」と比較すると一般的な認知度は低く、「老人の日」

がどのような日なのか、ご存じでない方も多いのではないでしょうか。９

月第３月曜日の「敬老の日」は、国民の祝日に関する法律（祝日法）に

より「多年にわたり社会に尽くしてきた高齢者を敬愛し長寿を祝う日」

であるに対し、「老人の日」は老人福祉法により「国民が高齢者の福祉

についての関心と理解を深めるとともに、高齢者に対し自らの生活向上

に努める意欲を促すこと」などを目的とした日のことです。毎年９月１５

日～9 月 21 日までの 7 日間は「老人週間」とされており、内閣府、消

防庁、厚生労働省、全国社会福祉協議会等が共同で主唱しており、今

年は「みんなで築こう健康長寿と地域共生社会」を標語に掲げ、さまざ

まな取り組みが行われます。誰もが健康で安心して、生きがいのある生

活を送ることができる健康長寿社会を築くことができるよう、地域で開

催される取り組み等へ参加してみてはいかがですか？ 

 
（梅の香支援グループ長 小林） 

今月のお花 

利用者様に夏の雰囲気を味わっていただけるよう、「サマーフェスティバル」を開催しまし
た。当日は、職員によるフラダンスとファイヤーダンスを披露しました。開催に向けて、
衣装合わせや練習を何度も重ね、本番を迎えました。フラダンサーは優雅で華やかな踊り
を披露し、ファイヤーダンサーと太鼓パフォーマーによる息の合ったコンビネーション
は、躍動感あふれる素晴らしいステージとなりました。利用者様からは、たくさんの拍手
と声援をいただき、会場は盛り上がりました。皆様の笑顔に包まれ、職員にとっても嬉し
く、楽しい時間となりました。ダンス鑑賞の後には、おやつに夏の風物詩であるスイカを
召し上がっていただきました。踊りとスイカを楽しみながら、夏のひとときを満喫してい
ただくことができました。 
 

演奏会 
 

アコースティック・ノスタルジア・ヒット・トラディショナル・タレントチームが素敵な演奏を
届けに来てくださいました。ギターとヴァイオリンが奏でる懐かしい名曲に耳を傾けな
がら、手拍子をしたり、一緒に口ずさんだりと、皆様思い思いに楽しまれていました。中
には、懐かしい思い出がよみがえり、笑顔になられる方や、思わず涙ぐまれる方もいらっ
しゃいました。演奏後には、「昔を思い出したね」「素敵な音色だったね」と、演奏の余
韻を楽しみながら、感想を語り合うひとときもありました。心温まる素敵な時間を届けて
くださり、本当にありがとうございました。 

（文責 古泉） 

tel:0438-53-8417
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地域密着型特養・ショートステイ 

 

 

袖ヶ浦公園にいってきました 

夏の風物詩、スイカ割りを行いました。目隠し
をして、職員お手製の大きなスイカを目指し
て、皆さん元気いっぱいに挑戦しました。周り
からは「もう少し右！」「そこそこ！」と声援が
飛び交い、大いに盛り上がりました。スイカ割
りを楽しんだ後は、おやつに本物のスイカをい
ただきました。「冷たくておいしいね」と大好
評！夏らしいひとときを、皆さんで楽しく過ご
すことができました。 
 

 

 
 
避難訓練をはじめ、初期消火など、災害時を想定した訓
練に取り組みました。参加者の皆さんは、実際の災害を
想定しながら真剣に訓練に参加し、防災について学ぶ貴
重な機会となりました。今回の訓練で学んだことを今後
の防災に生かしていきたいと思います。 

夕暮れとともに参加者の皆さんが集まり、花火大
会が始まりました。「打ち上げ屋の殿様」による点
火を合図に、さまざまな花火が夜空を華やかに照
らし、「きれい！」と歓声が上がりました。職員も一
緒に花火を楽しみ、夏の思い出に残る楽しいひと
ときを過ごしました。 
 

利用者様に夏祭りの雰囲気を楽しんでいただこうと、夏祭りを開催しました。祭囃子を BGM
に、輪投げやカプセルすくいなどのゲームを楽しみ、会場は笑顔と歓声でとても盛り上がりま
した。「もう一回やりたい！」と挑戦される方もいらっしゃり、皆さま思い思いにゲームを楽
しまれていました。ゲームの後には、ひんやり冷たいかき氷を召し上がり、「美味しいね」「夏
はやっぱりかき氷だね」と嬉しそうな声も聞かれました。夏祭りならではのゲームや食べ物を
通して、季節を感じていただき、皆さまの笑顔があふれる賑やかな夏祭りとなりました。 
 


